
第3次能登町総合計画において、本町が目指す未来を「能登町の将来像」として次のように定めます。

豊かな里山里海に恵まれ、古くからの文化を伝え育んできた能登町は、自然の恵みと町内各地の多

彩な地域コミュニティ（人のつながりや伝統文化）、さらには快適な都市機能を備え、歴史を通じて

先人たちが築き上げてきた町です。

しかしながら、人口減少や少子高齢化、さらには能登半島地震と奥能登豪雨といった災害の影響に

より、「暮らしの循環」のサイクルが徐々に弱まっています。

この「暮らしの循環」を、今後10年、20年の長期的視野で修復・再構築していくためには、本町に住

む人々、ならびに本町に興味や愛着を持っていただく人々と、ともに活かし合い、幸せを共有するた

めの持続可能なまちづくりを目指します。

未来にわたり「ふるさとへの誇りと愛情」を持ち、それぞれの方法でまちづくりに参加し、能登町と

ともに生きていくまちとしての方向性を示す最上位の指針として、新たな総合計画の基本構想を策

定します。

1. 能登町の将来像






